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神戸市における防災教育と理科教育の現状と課題
Current Situation, Issues and Solutions Regarding Disaster Prevention Education and Science Education in Kobe City
中　溝　茂　雄
要　旨
神戸市の小中学校で阪神淡路大震災後に進められてきた防災教育の現状と課題を整理した。教
員の急激な世代交代が進む学校現場では経験や教訓の風化が危惧されている。防災教育推進のた
めに理科教育の果たす役割は大きく、小中学生や教員意識調査をもとに、理科教育のあるべき姿
を考察する。
キーワード：阪神・淡路大震災　兵庫県南部地震　防災教育　副読本「幸せ運ぼう」　
　　　　　　クロスカリキュラム　大地の学習　意識調査　教員の研究活動
1995年１月17日に発生した兵庫県南部地震からはや24年、この間、全国各地では地震だけ
にとどまらず、台風や風水害等の災害が続発しており、あらためて学校防災体制のあり方や防
災教育の重要性に関する議論、そして様々な実践が積み重ねられてきた。
神戸市では、1938年の阪神大水害に代表されるように、梅雨前線や台風等の影響で、六甲
山に降った多量の雨で河川が氾濫する土砂災害が数十年おきに発生している。風水害対策も喫
緊の課題であり、2018年は台風の当たり年で、沿岸部では高潮被害、暴風被害が続発した。
地球温暖化の影響で超巨大台風が日本に上陸し甚大な被害を与えている。学校は休校となり、
防災指令が出て、教員が交替で学校に寝泊りをすることが増えている。このような様々な自然
事象の発生を、災害を科学的に理解する貴重な機会と捉え、子供達にしっかりと学ぶ機会を提
供するべきである。
筆者は、神戸市立中学校の理科教員として、24年前の１月、地震の学習を進めている真っ
最中に兵庫県南部地震に遭遇した。子供達が地震に対する科学的で正確な知識を持つことは、
１次避難（直後の命を守る対応）、２次避難（中長期的な避難行動）、その後の復興過程におい
ても有効であるとの教訓を得た。また、震災直後から、学校において避難所運営を担当すると
ともに、その後、教育復興担当教員、防災教育担当の指導主事として、神戸市における防災教
育のカリキュラムづくり、副読本の作成等に携わる機会を得た。
神戸市教育委員会事務局総務部　学校経営支援課　学校業務改善担当課長
（前神戸市総合教育センター所長）
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また、2011年３月に発生した発生した東北地方太平洋沖地震の際には、発災直後に仙台市
に赴き、教育支援の調整にあたる業務に携わった。神戸市教委からの仙台市の被災校への人的
支援（指導主事の派遣）、児童生徒の交流活動などを皮切りに、その後、神戸市教委と仙台市
教委が協力をして新たな防災教育副読本を作成するとともに、指導主事の人事交流派遣などの
取組を行っている。
21世紀前半にも発生の可能性が指摘されている南海トラフ巨大地震津波では、神戸市の沿
岸部においても津波被害が想定されている。子供達が学校にいる時間帯に地震等が発生したと
きに、どのように保護者に引渡しを行うのか、保護者は学校まで迎えに来られるのか、マニュ
アルや事前の共通理解、訓練はできているのか、行政との連携は図られているのかなど、準備
しておかなければならない課題は山積している。
神戸市教育委員会は、2012年に新たに学識経験者からなる「防災教育検討委員会」を設置し、
取り組んできた防災教育の現状と課題、今後の方向性等について議論を重ね、震災から20年
に向けてこれまでの経験や教訓をもとにした防災教育の方向性を整理した。「神戸発　生きる
力を育む防災教育」として提言、報告書をとりまとめた。
2018年８月、中学校理科の全国研究大会が神戸で開催された。神戸市の研究部は、20年間
にわたる防災教育の成果として、市内の小中学校教員を対象とした、防災教育の実態調査にか
かる研究発表を行った。本稿では、この研究について概要を紹介するとともに、防災教育の現
状と課題、その中核を担う理科教育の方向性について考察を加える。
１　副読本「幸せ運ぼう」と防災教育カリキュラム
平成７年１月17日、兵庫県南部地震が発生し、神戸市や兵庫県では、防災教育に関する知
見の収集、学習資料、教材作り、カリキュラムづくり等が始まった。
平成７年３月27日に開催された「神戸の教育再生緊急提言会議」では、震災体験を生かす
教育の推進（副読本や文集などによる震災体験の共有化、防災教育の在り方の検討）などが提
言されている。また、同年10月16日の「神戸市教育懇話会」の中間報告において、「震災体験
を生かす神戸の教育の創造」として、①震災体験を生かす神戸の教育、②学校における防災教
育、③震災体験を生かす教育、④神戸の新生教育をめざして、などの方向性が示され、平成８
年１月には最終報告が行われた。神戸の教育を単に震災前の状態に戻す、学校教育の復興にと
どめるのではなく、むしろ「震災によってもたらされた教訓や可能性を学校の中に取り入れて
いこう」という思いが込められている。
神戸市教育委員会は、平成７年11月、防災教育のための副読本「幸せ運ぼう」（小学校低学年、
高学年用は「しあわせはこぼう」）を発行し、全小中学生に配付した。なぜ、そんなにも早く
副読本を発行する必要があったのであろうか。実は、神戸といえども北区や西区など被害の少
なかった地域では、直後から震災の実感を十分に持てない子供も多かった。半年後にはそのよ
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うな地域に、多くの仮設住宅が完成し、被災児童生徒が
移り住み、転校生として、いっしょに学校生活を送るよ
うになった。受け入れ側の子供達にとって、転入生がど
んな厳しい体験や苦労をしてきたのかを知ることは重要
であり、そのための「思いの共有化」を図るための教材
として作られたのが「幸せ運ぼう」であった。*１
平成８年度には、防災教育のカリキュラムについても
検討が始まった。学習内容や教材を各教科に位置づける
「クロスカリキュラム」の手法を用いて、教科横断的、総合的に取り組むカリキュラムがまと
められた。副読本はこのカリキュラムに沿って再編集され、新たな教材を追加して、平成９年
３月に完成版ともいえる第２版が発行されている。
その後、スマトラ沖地震津波や豊岡市などの風水害、灘区都賀川での水難事故等を受けて、
副読本「幸せ運ぼう」は、新たな教材を追加し、改訂が重ねられてきた。平成23年の東日本
大震災の直後から、防災教育の見直しを図るための「生きる力を育む防災教育検討委員会」が
設置され、仙台市教委の代表にも加わってもらい、被災地の教訓や知見を活用することにも力
を注いだ。「幸せ運ぼう」も大幅に改訂が行われ、仙台市が発行する副読本「3.11から未来へ」
に掲載された貴重な教材も転載をしている。
神戸市の小中学校では、年度当初に防災教育の年間指導計画を作成し、市教委へ報告してい
る。その内容は各教科との関連や副読本の活用、様々な防災訓練、ボランティア活動など多岐
にわたっている。教育委員会では、「副読本指導の手引き」の中にカリキュラム例を提示して
いる。副読本「幸せ運ぼう」を総合的な学習の時間や道徳、特別活動、各教科の授業で活用で
きるよう、教材名、防災教育の主題・指導事項、関連する教科等の内容を整理している。資料
１は、平成25年に改訂した「防災教育の主題と指導項目」である。
神戸の防災教育カリキュラムは、まず、主題の１番目に「人間としての在り方、生き方を考
える」が掲げられ、道徳の内容項目に近い指導項目が示されている。各教科への位置づけが整
理され、道徳的内容が各教科の学習の中でも取り組めるようなカリキュラム構成となってい
る。また、主題の２番目の知識理解、３番目の技能の習得についても各教科等の中に明確に位
置づけられている。
資料２は、小学校高学年版の「しあわせはこぼう　指導の手引き」*２からの抜粋した教材一
覧表である。教材名と防災教育の指導項目、教科への位置づけ、関連する教科等の教材が示さ
れている。東日本大震災を取り扱ったものや仙台市の副読本から提供を受けた教材も掲載して
いる。各教科のカリキュラムに位置づけ、主に教科書が使用される各教科の授業において、副
教材として活用する形が望ましい。
道徳教材が多いことも神戸市のカリキュラムの特長であり、道徳の教科化にともない、これ
写真１　防災教育副読本「幸せ運ぼう」
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からは教科書の教材をうまく差し替えながら無理のない活用を図ることが肝要と考える。
各学校では、自校の防災教育カリキュラムに沿って、計画的に副読本を使った授業を行って
いる。副読本「幸せ運ぼう」の教材が各教科等の中に位置づけられていることが、カリキュラ
ムマネジメントの視点からも興味深い実践につながっている。理科や社会、保健体育、技術・
家庭などの指導内容には、防災教育として位置づけられる内容が明確に盛り込まれている。特
に神戸市では、他都市では見られない継続的な実践が重ねられてきた。例えば、音楽の時間や
追悼行事では多くの学校で「幸せ運べるように」が歌い続けられてきた。現在でも神戸市の成
人式では、新成人の全員が歌える「幸せ運べるように」の合唱が式典を盛り上げている。また、
美術や図工の時間には「防災」をテーマとしたポスターづくりなどが積極的に行われている。
１月17日前後には、追悼行事や防災訓練がどの学校でも盛んに行われている。この前後に「幸
せ運ぼう」を使った授業を行っている学校が多い。
また、地域や子供達の実態に応じて課題を設定し、総合的な学習の時間や特別活動の中に様々
な体験活動を取り入れている。小学校区単位で設置されている地域防災組織「防災福祉コミュ
ニティ」や消防署等と連携した防災訓練、保護者への引渡し訓練、生徒会等のボランティア活
動、地域イベントへの参加、大学やNPOと連携した防災学習などが展開されており、外部人
材の活用も積極的に行われている。
〈資料１〉　防災教育の主題と指導項目（平成25年３月　改訂）
（１）　人間としての在り方、生き方を考える
①　命の大切さ： かけがいのない命、生きることのすばらしさ、生きることへの希望と
たくましさ
②　人と人とのつながり： 家族や友人・人との絆、ボランティアの心、感謝の心・思い
やりの心・地域を愛する心・神戸を愛する心、世界の人々と
ともに
（２）　防災上必要な知識を身につける
③　自然に関する知識： 災害発生のメカニズム、震災の被害の様子、神戸の災害の歴史、
様々な自然災害
④　社会に関する知識： ライフラインの重要性、防災・減災への取組、情報の活用と伝
達、経済への影響と復興のあゆみ
（３）　防災上必要な技能を身につける
⑤　みんなにできる防災： 家庭でできる防災、地域でできる防災、学校でできる防災
⑥　命を守る方法： 災害から身を守る、体を守る、生き抜く知恵・サバイバルスキル 
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〈資料２〉　「しあわせはこぼう　４、５、６年用　指導の手引き」（抜粋）
　　　　　※印は東日本大震災関連の教材。仙台市副読本から提供を受けている。
　　　　　関連する教科等・内容の道徳については、道徳の内容項目を示している
教　材　名 防災教育の主題・指導項目 関連する教科等・内容
しあわせ運べるように 命の大切さ生きることへの希望とたくましさ
国語：詩を楽しもう
音楽
阪神・淡路大震災の記録 自然に関する知識　社会に関する知識　震災の被害の様子
社会：わたしたちのくらしと政治
理科：大地のつくりと変化
１
あの日　あの時
《阪神・淡路大震災の記録》
自然に関する知識
震災の被害の様子
国語：百年後のふるさとを守る
社会：わたしたちのくらしと政治
２ 自然の力 自然に関する知識災害発生のメカニズム 理科：大地のつくりと変化
４ 神戸のために 人と人とのつながりボランティアの心
社会：神戸の発展につくした人々
道徳：４-（５）郷土愛
５ 心をつないだ「避難所新聞」 人と人とのつながりボランティアの心
国語：新聞を作ろう
社会： 神戸の発展につくした
人々、わたしたちのくらし
を支える情報
道徳：４-（２）勤労・社会奉仕
６
ライフラインが
使えなくなったら
社会に関する知識
ライフラインの重要性 社会：健康でゆたかなくらし
８ 安全マップをつくろう みんなにできる防災地域でできる防災
社会：わたしたちの町と神戸市
わたしたちのくらしを支え
る情報
16 １・17は忘れない 社会に対する知識防災・減差の取組 社会：災害から人々を守る
17 水害から神戸を守る 自然に関する知識神戸の災害の歴史
理科：流れる水の働き
社会：災害から人々を守る
21 姉の体験 人と人とのつながりボランティアの心
道徳： ４-（４）勤労・社会奉仕・
公共心
※ あの日あの時《東日本大震災》
自然に関する知識
震災の被害の様子
国語：百年後のふるさとを守る
社会：私たちのくらしと政治
理科：大地のつくりと変化
※ 希望の詩　～ない～ 命の大切さ生きることへの希望とたくましさ
国語：詩を読もう
道徳：４-（７）郷土愛
※ 震災で気づいた大切なこと 人と人とのつながり家族や友人、人との絆 道徳：４
-（５）家族愛
※ ともに前へ 社会に関する知識経済への影響と復興のあゆみ
社会：新しい日本へのあゆみ
道徳： １-（２）希望・勇気・不撓
不屈
　　　４-（７）郷土愛
26 学校にいる時に みんなにできる防災学校でできる防災 行事：避難訓練
27 天気の変化と安全な行動 命を守る行動災害から身を守る
理科： 台風と気象情報、雲と天気
の変化流れる水のはたらき
29 自分でできる応急手当 命を守る方法生き抜く知恵 保健：けがの防止
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30 家族防災会議 みんなにできる防災家庭でできる防災 行事：引き取り訓練
32 歌いつぐ「しあわせ運べるように」
命の大切さ
生きることのすばらしさ
社会：世界の中のわたしたち
音楽
道徳： ４-（７）郷土愛、４-（８）
国際理解
33 ルミナリエへの願い 人と人とのつながり感謝の心、思いやりの心
社会：神戸の発展につくした人々
道徳：４-（７）郷土愛
２．小中学校理科のカリキュラムと神戸市における授業実践
小中学校理科のカリキュラム、単元構成と系統図（資料３）を見ると興味深い点に気がつく。
地震教材が含まれている「大地のつくりと変化」は、小学校６年生で取り扱われているが、中
学１年生でも「大地の変化」として指導することになっている。当然、中学校の内容はより高
度なものになっているが、他の単元と見比べたときに少し違和感を覚える。なぜ、この教材だ
けが連続して指導するようなカリキュラムになっているのであろうか。
阪神淡路大震災が起こった1995年の学習指導要領では、中学校では３年生で地震を指導す
ることになっていた。当時、神戸市の中学３年生の多くが地震の学習を行っている時期に兵庫
県南部地震を経験したのである。その後、平成10年の学習指導要領改訂の際に、中学校の「大
地の変化」が１年生に移されたのである。地震の勉強を早い時期にするべきであるとの考え方
が働いたことは容易に想像できる。実際にそのような議論が行われていたのも事実である。
神戸市の小中学校における「大地の学習」の現状については、觜本・杉原による研究「小中
学校における大地の学習の現状と課題」（2018.2.）*３で詳しく分析、報告が行われている。こ
の報告の中で、小中学校教員のアンケート結果をもとに、「大地の学習」を進める上での課題
が整理されている。要約すると、地層の路頭などを現地で観察することが難しいこと、実験器
具や独自教材の整備・準備が難しいこと、年度末のあわただしい時期の授業となるためにじっ
くりと取り組めないことなどが指摘されている。理科を専門に指導する中学校の教員において
も、ほぼ同様の回答を寄せている。同研究では、様々な現状分析が行われて今後の方向性につ
いても示唆に富んだ貴重な提案がなされている。
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表１　小中学校　地学分野の学習内容系統表
3 年 4 年 5 年 6 年 中学校
天気の様子
・天気による 1日の
　　気温の変化
・水の自然蒸発と結露
太陽と地面の様子
・日陰の位置と
　　太陽の動き
・地面の暖かさや
　　湿り気の違い
月と星
・月の形と動き
・星の明るさ､色､動き
天気の変化
・雲と天気の変化
・天気の変化の予想
流水の働き
・流れる水の働き
　(侵食､運搬､堆積)
・川の上流、下流と
　　川原の石
・雨の降り方と増水
月と太陽
・月の位置や形と
　　太陽の位置
・月の表面の様子
土地のつくりと変化
・土地の構成物と
　　地層の広がり
・地層のでき方と化石
・火山の噴火や地震に
　　よる大地の変化
火山と地震（ 1年）
・火山活動と火成岩
・地震の伝わり方と
　　地球内部の働き
地層
・地層の重なりと
　　過去の様子
気象観測（ 2年）
・気象観測
天気の変化
・霧や雲の発生
・前線の通過と雲の発生
日本の気象
・日本の天気の特徴
・大気の動きと
　　海洋の影響
天体の動きと地球の
自転・公転（ 3年）
・日周運動と自転
・年周運動と公転
太陽系と恒星
・太陽の様子
・月の運動と見え方
・惑星と恒星
大
地
気
象
天
体
３．神戸市の理科教育、地震に関する学習の現状について
神戸市の中学校理科研究部では、毎年教員を対象とした理科教育にかかる実態調査を行って
きた。平成30年８月、神戸市で開催された第65回全国中学校理科教育大会では、その調査結果
の報告を行っている。理科教員の得意分野や専門分野、各分野の指導が得意か苦手かについて
等の分析、地学教材、特に「地震教材」に関する指導のあり方について考察を行っている。*４
教員自身が「各分野の指導が得意か、苦手か」という設問（得意、やや得意、やや苦手、苦
手の４段階で回答）に対して、「得意」「やや得意」と答えた合計は、物理分野66.7％。化学分
野80.9％、生物分野71.6％に対して、地学分野は48.5％にとどまっている。地学分野の指導を
苦手としている教員が多い（図１）。専門分野をたずねた設問では、物理22.0％、化学
36.9％、生物28.0％に対して、地学は8.9％と少ない（図２）。
教員経験年数を尋ねた設問では、５年未満24.1％、５年以上10年未満20.6％、10年以上20
年未満12.1％、20年以上30年未満22.3％、
30年以上20.9％となっている（図３）。経
験年数10年未満の教員が45％にまで増えて
いる。世代交代が急速に進み、ベテラン教
員が減少し、若手教員が増加している実態
が明らかである。
これらの結果をもとに、神戸市中学校理
科研究部では若手教員の地学分野に対する
苦手意識を少しでも改善し、指導力を高め
〈図１　各分野の指導は得意ですか？苦手ですか？〉
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るため、地学関連の臨地研修の開催や兵庫県南部地震関連の教材の充実、研究部活動への若手
教員の登用等に取り組んでいる。
図４、図５は、神戸市の理科教員が兵庫県南部地震をどこで体験したか、地震の授業の中で
兵庫県南部地震を積極的に取り扱っているかという設問に対する回答をまとめたグラフであ
る。防災教育に対する学校全体での取組との関連もあって、80％を超える教員が積極的に取
り組んでいる状況がわかった。積極的でないと答えた教員にその理由を尋ねると、①知識があ
まりないから（56.0%）、②関心がないから（12.0%）、③教え方が良く分からない（12.0%）
などの回答であった（図６）。このように、他都市出身の教員や震災の記憶がほとんどない、
まだ生まれていなかった等の若手教員が増えている現状を踏まえ、研究部としてもこれまで以
上に兵庫県南部地震や津波、風水害に、震災関連の教材をていねいに指導できるような取組を
推進してもらいたい。防災教育の必要性や体験、教訓などを伝える研修、地震を扱った授業研
究の機会を増やしていく必要がある。
調査では、近い将来の発生が予想されている東南海・南海地震についても、同様の設問を行っ
た（図７、８）。積極的に取り組んでいると答えた教員は、兵庫県南部地震と比較して、やや
少なくなっている。
東南海・南海地震は、神戸市も甚大な被害が想定され、臨海部の学校では地域防災訓練等が
〈図２　専門（学生時代の専門）は何ですか〉
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〈図３　教職員経験年数（講師、他府県での経験を含む）〉
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〈図４　兵庫県南部地震をどこで体験したか〉
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〈図５　兵庫県南部地震を積極的に取り扱っているか〉
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盛んに実施されている。反対に、学校所在地が
内陸部にあり、直接の津波被害がないからとい
う理由で、取組がやや低調になっている学校も
多いと考えられる。将来、子供達がどこに住み
どんな災害に遭遇するのかは、まったくわから
ないのである。理科教育、防災教育のねらいは、
子供達が将来にわたってよりよく生きること、
そのために生きる力を育むことにあるはずであ
る。このことは重要な視点であり、理科教員はその使命を担っていることを強く認識して、子
供達への指導にあたってもらいたい。
神戸市中学校理科研究部では、児童生徒の理科に関する意識調査を、小学校３年生から中学
校６年生を対象に９年間にわたって行ってきた。理科教育全般に関する設問、宇宙や地震に関
する知識等に関する内容である。詳細は、平成30年度に同研究部が発行した研究紀要「理科
のあゆみ」第58集に掲載されているので、そちらをご覧いただきたい。ここでは、本稿と関
係の深い地震関連のデータについて簡単に紹介する。　
表１は、設問10の「地震によって起こることの中で、知っているものを全て選べ」という
設問への回答である。地震教材を取り扱う時期は、小６、中１の３学期であり、低学年におい
ても知識の定着がある程度見て取れることから考えると、神戸の児童生徒は、副読本「幸せ運
ぼう」を活用した学習や震災追悼行事、防災訓練等の継続した取組の成果が、一定の知識理解
に結びついていると考えられる。特に、中２段階で知識の定着が進んでいることは中学校教員
にとって安堵できるデータでもある。
実際に、全国調査や神戸市独自の学力調査においても、中学２、３年生の地学分野の正答率
は全国平均に比べて高い正答率を示している。
〈図６　兵庫県南部地震を積極的に取り扱っていない理由〉
56.0 
12.0 
12.0 
16.0 
4.0 
知識があまり
ない
関心がない
教え方が良く
分からない
その他
不明
（％）
〈図７　 東南海・南海地震を積極的に取り扱っているか〉
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〈図８　東南海・南海地震を積極的に取り扱っていない理由〉
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〈資料３　「理科教育に関する児童生徒の実態調査」より抜粋（地震関連）〉
　　　2017年度　神戸市小中学校児童生徒調査　対象は約4000名　（2017年７月調査）
※問１～９は地震関連以外の設問のため、省略
（問10）次にあげる地震によって起こることのなかで、知っているものを全て選べ。
（地震後の火災、建物の倒壊、ライフラインの寸断、地すべり、土石流、液状化、津波）
（問11）次にあげる地震によって起こることのなかで、恐ろしいと思うものを全て選べ。
（地震後の火災、建物の倒壊、ライフラインの寸断、地すべり、土石流、液状化、津波）
（問12）1995年（平成7年）に「兵庫県南部地震」（阪神淡路大震災の原因となった地震）が起こっ
たことを知っていますか。
（問13）2011年（平成23年）に「東北地方太平洋沖地震」（東日本大震災の原因となった地震）
が起こったことを知っていますか。
（問14）次のア～カの地震に関することを知っていますか。
ア：初期微動と主要動の違い　　イ：初期微動継続時間と震源からの距離の関係
ウ：マグニチュードと震度の違い　　エ：断層と地震の関係　　
オ：内陸型地震と海溝型地震の発生のメカニズムの違い　　カ：津波発生のメカニズム
（問15）今後、身近で巨大な地震が起こると思いますか。
（問16）これまでに学んできたことは、地震が発生したときに役立つと思いますか。
（問17）日頃から地震について興味や関心がありますか。
（問18）地震が起きたときにどうするか家族と話し合ったりしますか。
（問19）家族と離れているときに地震が起きた場合、集合場所を決めていますか。
（問20）（巨大な）地震が発生し、津波が起きたときにどんなところに逃げたらいいか知ってい
ますか。
〈表１　（問10）地震によって起こることの中で、知っているものを全て選びなさい〉 （％）
回答 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
地震後の火災 81.4 88.7 93.5 96.0 94.7 95.5 97.2
建物の倒壊 70.3 78.4 86.8 95.0 92.7 94.2 97.1
ライフラインの寸断 36.3 35.0 32.5 57.5 52.2 62.6 61.9
地すべり 46.4 49.0 44.2 62.1 53.1 63.5 64.5
土石流 43.2 50.8 55.8 78.8 67.6 71.0 74.0
液状化 25.3 23.8 19.1 49.2 43.5 70.1 61.6
津波 89.7 92.0 95.1 97.2 96.5 97.2 98.3
全て未回答 3.6 2.0 1.8 0.4 1.3 0.6 0.2
設問12の「1995年に兵庫県南部地震が発生したことを知っていますか？」という設問につ
いても、全体としても高い数値を示している。小５、中２で数値が伸びており、この時期の学
習効果が見て取れる。概ね兵庫県南部地震に対する認知度の方が、東北地方太平洋沖地震を上
回っていることも、神戸ならでは特長と考えられる（図９、10）。
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設問15の「今後、身近で巨大な地震が起こると思いますか？」の回答は、全体として高い
数値を示している。学年進行とともに、危険度に対する認識が高まっていることも興味深い（図
11）。
設問16の「これまで学んできたことは、地震が発生したときに役に立つと思いますか？」
の回答についても、全体として高い値を示している。「とても役に立つと思う」「少しは役に立
つと思う」の合計は、どの学年も90％を超えており、子供達が学習の成果を認識している。
しかし、「とても役に立つと思う」と答えた子供の割合は、学年進行とともに減少しており、
〈図９　（問12）1995年に兵庫県南部地震が発生したことを知っていますか〉
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〈図10　（問13）2011年に東北地方太平洋沖地震が発生したことを知っていますか〉
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〈図11　（問15）今後、身近で巨大な地震が起こると思いますか〉
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指導内容や教材について検討の必要性がある。例えば、実際の避難行動や予防対策につながる
もの、学習意欲や興味関心を喚起させるもの、体験的な学習、最新の情報をわかりやすく説明
する動画やICTを活用した教材の活用などが考えられる（図12）。
設問19の「家族と離れているときに地震が起きた場合、集合場所を決めていますか」の設
問で、「決めている」と回答したのは、小学生63～65％、中学生50～59％となっている（図
13）。防災に関する知識や技能は、ある程度定着しているが、学習内容が実際の防災行動に結
びつくこと、保護者との連携や協力が図られているかというと、十分ではない。保護者への啓
発、保護者や地域を巻き込んだ防災教育の推進が課題といえる。
設問20の「地震が発生し、津波が起きたときにどんな所に逃げたらいいか、知っていますか」
の設問に対して、「知っている」と回答した子供達は、小５以上で90％を上回っている（図
14）。臨海部における津波を想定した避難訓練や、津波被害の映像等を活用した実践も増えて
おり、その成果が表れている。子供達の危険性への認識、興味関心につながる学習となっている。
〈図12　（問16）これまで学んできたことは、地震が発生したときに役に立つと思いますか〉
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〈図13　（問19）家族と離れているときに地震が起こった場合、集合場所を決めていますか〉
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震災から20年以上が経過し、体験や教訓の風化が危惧されているが、調査結果をみると、
これまでの防災教育の成果が現在においてもしっかりと受け継がれていることは明らかであ
る。しかし、指導する教員の世代交代の状況を考えると、指導技術や教材等の継承とともに、
「思いの共有化」を図る視点など、教訓の継承が課題となっている。
平成30年１月に、初任者研修の防災教育講座で講話をする機会を得た。神戸市の初任者研
修では、全員が受講する研修プログラムの中で「防災」について学んでいる。若い教員や阪神
淡路大震災を知らない教員は、子供達と同じ視点で学ぶことができるはずであり、そのような
授業展開、教材研究を心がけてほしいというようなことを伝えた。副読本「幸せ運ぼう」に込
められた「思いの共有」の意味や神戸の教育の原点としての震災の教訓、それを受け継いでき
た神戸の教育、そして教員の使命などに話は及んだ。
震災で得た教訓を次の世代に引き継ぎ、理科教育の中で「大地の学習」とともに防災教育を
推進することは、神戸市や兵庫県の理科研究部の大切な使命であると考える。よりいっそうの
教材開発や授業研究、教員研修の推進を期待するものである。
おわりに
神戸市総合教育センターは、1990年にハーバーランドに新築、開設された施設である。神
戸市の教員にとって、交通至便な市街地に教育センターがあることは、研修に参加しやすい環
境が提供されているということである。夜間の開館も行われており、年間150回を数える「授
業づくりセミナー」が平日の夜間に開講されている。あくまでも希望者が参加するセミナーで
ある（研修とは位置付けていない）が、年間のべ2500名の参加者を数えている。そのうちの
４割は臨時講師が占め、昼間の研修に参加が難しい臨時講師にとって貴重な自己研鑽の機会と
なっていることがわかる。また、各校園種の研究部活動の拠点にもなっており、総合教育セン
ターが神戸の教員にとって貴重な財産となっている。
一方で、開所当初から研究活動のための予算は大幅に縮小をしている。前身の市立教育研究
所という名称が総合教育センターになったことからもその意図は想像できるが、震災後は特に
〈図14　（問20）地震が発生し、津波が起きたときにどんな所に逃げたらいいか、知っていますか〉
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復興のための緊縮財政のために、教育予算全体が大きく削減され、教育センターが細々と続け
てきた研究紀要の発行さえもが途絶えてしまった。震災からの教育復興のためとはいえ、理科
教育の推進にとっても、大きなマイナス要因となっている。
かつて、教育研究所時代には、研究所がまさに理科の研究活動の拠点となってり、様々な実
践研究が精力的に行われていた。教員が研究員という立場で放課後に集まり、指導主事の支援
を受けながら教材開発を中心とした研究活動に取り組んでいた。その成果は、「神戸の自然シ
リーズ」という研究冊子としてまとめられ、21巻が発行されている。臨地研修や実験観察講
習も積極的に行われていた。現在のセンターになって研究活動予算が削減をされ、研究員制度
もなくなった。他都市の教育センターでは現在も研究員制度が続けられており、教育研究所時
代を知っている教員の多くが、研究活動のための予算復活を強く望んでいる。
平成29年４月、神戸市教育委員会事務局の組織改編が行われた。教育センター内に本庁に
ある学校教育課から教科指導係が移管され、教科指導や学力向上を担当する指導主事が配置転
換されたのである。平成30年４月には総合教育センターが学校教育部から独立した組織とし
て位置づけられた。教科指導と研修の一体化を図ることが目的であり、今後、各教科の研究活
動の推進にも大きな前進が期待できる状況が生まれている。理科教育を直接担当する指導主事
が教育センターの所属となったことで、理科の研修の充実だけでなく理科研究部活動が推進さ
れることをおおいに期待している。
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